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2016

、『就労支援』（共著、ミネルヴァ書房）

※2016年度はサバティカル（研究専念年度）です。

「ソーシャルワーク理論研究特論」「福祉臨床系特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

「臨床心理系（心理・地域）特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

「福祉社会研究法」「ソーシャルワーク特論Ⅱ」
「福祉臨床系特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

『現場で磨くケースワークの技－「バイステックの原則」を基に』（共著、現代書館）

『現代社会の育児不安』（単著、家政教育社）、『福祉国家と家族』（共著、法政
大学出版局）、『社会的孤立問題への挑戦』（共著、法律文化社）、『現代社会と
子どもの貧困』（共著、大月書店）、『スクールソーシャルワーカーの学校理解』

（共著、ミネルヴァ書房）他

『自閉症の人の死別経験とソーシャルワーク』（単著、明石書店）、『自閉症と発
達障害研究の進歩2006 Vol.10』（共著、星和書店）

日本社会福祉学会、日本学校ソーシャルワーク学会（代表理事）、日本家族社
会学会、日本保健福祉学会（理事）、日本司法福祉学会等

社会福祉原理、社会福祉思想

「臨床心理基礎実習」「医学心理学特論」
「臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

若者支援論、人的資源管理論、障害者のキャリアデザイン
「精神保健福祉特論」「福祉社会系特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

『就労支援サービス』（共著、株式会社みらい）、『グローカル時代の社会学
―社会学の視点で読み解く現代社会の様相―』（共著、株式会社みらい）、

研究領域：児童青年精神医学、精神分析学
担当科目：「精神医学特論」「力動的心理療法特論」
 　　　　  「臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

精神分析学会（認定精神療法医、認定スーパーバイザー）、思春期青年期精
神医学会、児童青年精神医学会（児童青年精神医学会認定医、子どものこ
ころ専門医）、日本精神神経学会（専門医、指導医）、日本心理臨床学会等

関谷 秀子 （せきや ひでこ）

博士（学術）

博士（学術）

（2016年度非担当）

「福祉社会研究法」「地域空間学特論Ⅰ」「地域・文化系特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

『地域サポート人材による農山村再生』（筑波書房）、『人口減少時代の地域
づくり読本』（共著、公職研）、『農山村再生に挑む』（共著、岩波書店）、『若者
と地域をつくる－地域づくりインターンに学ぶ学生の農山村の協働（共著、
原書房）他

「地域経営特論Ⅱ」「地域・政策系特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

「臨床心理学研究法特論」「比較心理療法特論」
「臨床心理系（病理・発達）特殊講義Ⅰ・Ⅱ」

（朝日文庫）

医学博士
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日本の社会的養護は、家庭的推進による施設の小
規模化から、施設外との連携が課題となっており、そ
の中で私は、施設と学校との連携について研究して
います。この研究を行っていく上で、福祉だけでなく、
教育等多くの視点から考えていくことが重要だと学
びました。この多角的視点は、児童福祉の現場だけ
でなく、多くの実践現場において生きる力になると感
じています。当研究科では、委託聴講生制度の実施
により、他大学の学生と交流できます。これにより、様
々な刺激や発見に出会うことができ、自分だけでは成
し遂げることができなかった研究が可能になります。

宮下 裕秋 さん
2015年入学
法政大学現代福祉学部卒業

主に不安障害の臨床に携わりつつ、不安障害の心理と
その援助、女性の心理的危機と回復、森田療法と認知
行動療法などの比較などについて研究をしています。
臨床心理学専攻では、臨床心理学や精神医学を専門
とし、第一線で活躍する教員が学生を指導しています。
また、学内に設置された臨床心理相談室や学外の病
院、クリニックなど、様 な々臨床現場での実習を用意して
おり、より専門的・実践的な学びを得られることも特徴で
す。修士論文に向けての研究では、研究室の垣根を超
えて、様々な分野の教員から指導を受けることが出来ま
す。学習意欲と積極性を持つ学生を期待しています。

久保田 幹子 教授
研究領域 ： 臨床心理学、
心理療法（森田療法、カウンセリングなど）、
心理査定

私は体育系学部に在籍し学生トレーナーとして活
動する中で、アスリートのメンタルヘルスに関心を
持ちました。現在はアスリートのケガと反すうにつ
いての研究を行っています。臨床心理学専攻の
最大の魅力は、研究室の垣根を越えて先生方に
ご指導いただけることだと思います。様々な専門
分野の先生方そして多様なバックグラウンドを持
つ学生同士の交流によって、自分の視野が広が
っていくのを感じることができます。積極的で自由
な学びの姿勢を後押ししてもらえる充実した環境
で、広く深い学びを得てみませんか。

田邊 夏実 さん
2015年入学
法政大学スポーツ健康学部卒業

大学卒業後、発達心理学や家族関係に関心を持
ち、大学院に進学しました。本学臨床心理学専攻
では研究室を超えて様々な分野の先生方から様々
な視点を提供してもらうことができることが特徴とし
て挙げられ、臨床心理学という分野で生かすことの
できる知識を得ることができたと感じています。大学
院修了後は医療機関の心理士として、年齢・疾患と
も幅広い患者様の援助に当たっています。臨床の
現場では悩むことも多いですが、大学院で得た知
識と現在でも相談に乗っていただける関係性に支
えられて臨床活動を続けることができています。

大岩 三恵 さん
2004年修了
地方独立行政法人神奈川県立
病院機構
神奈川県立精神医療センター
コメディカル部心理科科長

本専攻では、一人ひとりのWell -beingの実現を支援することができる、高度専門職業人（ソーシャルワーカー、ケアマネー
ジャー、コミュニティ・プランナー等）と研究者の養成をめざします。カリキュラムは、専攻の基礎となる「専門共通科目」、ソーシャル
ワーク系、システム・マネジメント系、コミュニティ・デザイン系の3つの系からなる「専門展開科目」、修士論文の指導やフィールド
ワークを通して研究指導を行う「演習科目」によって構成されています。授業は基本的に木・金曜日（一部土曜日を含む）に
行います。市ケ谷キャンパスにて、夜間（月・火）に一部科目を開講し、さらに、長期履修制度を導入するなど、社会人の方にも
学びやすい環境・制度を整えています。

・身体障害当事者による福祉教育の意義 －教育方法上の工夫に焦点を当てた実証的研究－

・マインドフルネスが孤独感の低減に及ぼす効果 －孤独に対する捉え方に着目して－

・高齢者の居住と生活支援の接合に向けた課題と可能性 －大都市郊外地域におけるフィールドワークを通して－

※国家資格（公認心理師）の受験資格に対応する
　カリキュラムを準備中です。
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私たちの暮らしや地域社会の諸問題への完全な
解決策は見いだされていません。解決策は、専門
知識、深淵な価値観、理論と実践を統合し、生
（life）やwell-beingの概念の質を高める中から試
みられると考えます。本専攻では、さまざま学術的
関心とテーマからそれらに迫ろうとする方々に対し
て、各指導教員の手厚い研究指導・助言を行って
います。研究は新たな知の発見／挑戦であり、苦
しくも楽しいものです。学術的な成果からだけでな
く、専門性を持った立場で社会貢献に寄与するこ
とを目指す方 を々教員一同で待っています。

中村 律子 教授
研究領域 ： 高齢者福祉論、
高齢者福祉制度の比較研究

・ 構造拘束的な体験様式と心理的距離に関する研究

12名
9名

10名
2名
1名

2名
19名
15名

4名
1名

6名
7名

15名
5名
3名
5名

45名
3名

30名
11名
13名
20名

1名
1名
2名
1名

13名
1名
4名
1名

（過去11年間分）

（学位取得者24名）

「臨床心理士」  資格取得者 2004～2014年度修了生 156名受験 150名合格

がある
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がある



2016年  6月25日（土）

2016年  7月23日（土）

2016年  8月  6日（土）

2016年11月12日（土）

2016年12月10日（土）

13：00～14：30

13：00～14：30

13：00～15：00

13：00～14：30

13：00～15：00

9月  1日（木）

8月25日（木）

1月19日（木）

1月12日（木）

1月12日（木）

9月  8日（木）

9月  1日（木）

1月26日（木）

1月19日（木）

1月19日（木）

～

～

～

～

～

～

～

～

9月25日（日）

9月25日（日）

2月18日（土）

2月18日（土）

2月18日（土）

9月25日（日）

2月18日（土）

9月  1日（木）

1月19日（木）

9月  8日（木）

1月26日（木）

1月19日（木） 1月26日（木） 2月18日（土）

9月25日（日）

9月25日（日）

2月18日（土）

2月18日（土）

2月18日（土）

9月28日（水）

2月22日（水）

2月18日（土）

10月 7日（金）

10月 7日（金）

3月 2日（木）

3月 2日（木）

3月 2日（木）

10月 7日（金）

3月 2日（木）

3月 2日（木）

2016年

2016年

2016年

2017年

2017年

2017年

2017年

2017年

 http://www.hosei.ac.jp/gs/

 https://www.postin-svr.com/entry/hosei/gs/index.asp

 http://www.hosei.ac.jp/gs/kenkyuka/ningenshakai/index.html


